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	アルバイトを現在している学生は56.1％と過半数を占め，平成６年度から漸増傾向。�主に人文系学部で高く，医学部・松戸歯学部・工学部では低い，学部間の差が大。
	現在アルバイトをしている学生の９割は６か月以上の長期アルバイト。�長期アルバイトをしている学生の比率は増加傾向。世相を反映？�
	アルバイトの主な目的は「旅行・交際・レジャー」から「生活費・食費のため」にシフト。�景気低迷に伴い，経済面で逼迫している学生が増加。�
	アルバイトをしている学生のうち，「さまたげになっていない」学生が過半数。�６年前より勉学優先傾向が強まる？理工系では勉学に影響が出ている学生が多い学部も。
	修学上経済的問題を抱えている学生は約４割。3年前より急増。�「就学継続困難」は医・歯学部系以外の学部で12％以上と深刻。対策が急務！
	学生の約８割はいずれかの奨学金制度を認知。�日本学生支援機構の認知率は3年前より増加，日大独自の奨学金制度は減少傾向。�「学部独自の奨学金」と「緊急奨学金」の認知率は10％未満にとどまる。
	奨学金に関する情報入手に困難を感じている学生は全体の15.1％，関心がある学生の3割。� 情報入手の容易さは3年前に比べて改善。
	学生全体の53％が奨学金を必要。返済義務のない奨学金給付希望者が17.6％。�平成15年度より給付を受けている学生が増加。大学の奨学金制度の充実化加速。

